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和歌山県の人口減少と生産年齢人口

32 %減少 20 %減少

2050 年:和歌山県
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和歌山県の80％が山間部



和歌山県内の救急集中治療の現状
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新宮地域は医師数が不足し、医師の高齢化も深刻
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■ 医師の年代別構成
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地域における救急科専門医
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これからの救急・集中治療医療体制にむけて

ドクターヘリ運休時間の救急医療を
どのように支援するか

遠隔ICUシステム



遠隔ICUシステム

医大 県内病院（橋本市民病院）

遠隔ICU ：

医大と地域の中核病院（のICUやHCUをネットワークで接続
医大の専門医が24時間体制で 被支援施設の診療を人的支援

→医療資源の不足への対応医療の質の標準化

県内病院（新宮医療センター）





今後も持続可能なのか？？

2024 年5月 遠隔集中治療の現場を視察（和歌山県庁職員とともに）





救急専門医不在
介護需要増加
救急患者増加

医療スタッフ不足
医師少数地区

新宮医療圏が抱える救急医療の課題

遠隔診療で地域医師の負担を
軽減できるかもしれない



和歌山県

和歌山県立
医科大学

地域の２次病院

県と大学で、地域医療を支える

県と大学が
地域医療を支える文化
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新宮遠隔医療
シンポジウム

(2025 年2月）



3



南和歌山医療センター
新宮医療圏
６万人

橋本医療圏
８万人

和歌山県立医科大学
附属病院

遠隔支援

遠隔支援

今後の和歌山県における救急医療のカタチ

︡
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橋本市民病院 新宮市立病院

病床数 300 281 ṕ76 Ṗ

ICU,HCU の数 HCU6 HCU5

医療圏の規模 8万（14万） 6万（10万）

救急医の数 2名（整形１名） 0名

医師少数地域 医師少数スポット 医師少数地域

救急車応需率 85% 94%

支援を要する部門 HCU ER、HCU

支援を要する時間帯 夜間、休日 夜間、休日

若手地域枠
からの要望

ICU χ
ḆּיϜ

支援予定病院の概要とニーズ



橋本市民病院 新宮市立病院

対象部門 HCUのみ ER、HCU

対象診療科 内科のみ 内科地域枠中心

導入された機器 iBSEN, Teladoc Teladoc

持続モニタリング
（iBSEN）

◯２床のみ

電子カルテの共有 ◯
×

青洲リンク使用可

支援時間 (火)( 木) 9:00 -17:00

支援内容 ID 付与、オーダーまで 助言のみ

カルテ記載 可能 ×

支援予定病院の支援内容の実際
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iBSEN Ú

電子カルテ

患者モニター
カメラ

橋本HCU２ベッドに配備
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Teladoc Health Ú

WEMEX HP

ER、HCUに配備
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ẇ医大支援スタッフ
Ḳể

Ḳể
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導入時の具体的な支援内容

ẇ支援時間
Ḳ 2 ṕ Ṗ

Ḳ

ẇ支援内容

ḭ ḭ בֿ



① IP電話に依頼

②支援センターでカルテ共有

オンラインで患者状況の共有
Teladoc

③ 介入の有無を含め助言

具体的な動き



＜稼働後の課題＞

Å

Å

Å

定例カンファレンス(橋本市民病院)

顔合わせ、カンファレンス

Å ḲTeladoc Ú ON

Å Ḳ9

10分以内

まずは情報共有のみ

9:00



介入の有無を含め協議

コンサルトフロー（時間内）

ビデオ通話( iphone : Face Time) で依頼

073 - 441 - 0916

医大支援センターと患者情報の共有
iBSEN Ú Teladoc Ú JOIN ®

コンサルト対象患者発生

助言 オーダー
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今後の流れ

大枠だけ決めて、稼働後に調整

V ID 付与、オーダー

V 時間

V 診療科

V 診療科



和歌山県立医科大学

高度救命救急センター

インスタグラム

視聴回数 1.3 万人



すぐに救急車で医大へ転院

遠隔システムを介して、重症患者を医大に転送（2026.1.21) 

医大ER担当スタッフに依頼

コンサルト対象患者発生

Teladoc ® で

患者情報の共有

ü70

ü ẓ



ḵ


